
 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
資料 充実 市民    多様化 情報化  対応 

施設の機能アップ 

発見 出会  居場所の創出 
 

２ 市民        （新たな中央図書館に必要なヒト・モノ・コトについてのグループディスカッションで挙    意見  抜粋）          

 幼児がのびのび楽しめる 
 中学生・高校生の居場所 

 
 通勤・通学者への対応 
 障がい者への配慮 

 

交流機能    その他   

１ 市民      （該当項目から抜粋）        

 セルフ貸出・返却機 31% 
 Wi-fi などによるインターネット接続 26%  

 調査・相談 30% 
 子  向 行事 22％ 

 

エキスパート 
 

ICT（情報通信技術） 
 

基本機能  
 

付加機能 
 

 くつろいで読書できるスペース 50％ 
 静かに学習できるスペース 38％ 

 

 会話・飲食ができるスペース 39% 
 子  連  気軽 利用   スペース 28％ 

日中  
 

夜間 
  社会人からは 

平日 19 時以降     多  
 13 時 15 時を中心に 

午前中 15 時へのニーズが多い 

 半数が趣味・実用書・小説を選択 
医療 関  図書 児童書・絵本のニーズ 

 公民館図書室 大人向  本 児童書     

 アクティブシニア 相互啓発 交流 
 子ども同士で気軽に集える 

 

子ども    

 
充実して
ほしい 

スペース 

♪ 
 

生涯にわたる学びを支える「知の拠点」 
としての役割の充実、 

人と本が出会い、情報を得ることができ、 
人が集い、人と人がつながり、 

新  交流 生   場所 

としての図書館づくりを目指します 
 

 

機能向上 
 

（仮称） 
こども 

未来館 
 

新たな 
中央 

図書館 
 

 
充実して
ほしい 

サービス 

 

市内全域できめ細かなサービスを展開 
 中核機能を担う中央図書館 

 地域のキーステーション 公民館図書室（９室） 

 地域のサービスポイント 公民館（５館）、愛甲石田駅連絡所 

 身近なサービスポイント 移動図書館「わかあゆ号」（22 か所） 

 

半数 市民 利用 
 登録率 約 47％（H27 年度） 

 貸出冊数 1,163,878 冊 

貸出者数 358,668 人（H27 年度） 

 中央図書館 30 代以降の利用が多い 

 公民館図書室 子育て世代の利用が多い 

 駅前 立地する中央図書館 
 乗降客数 15 万人の本厚木駅、厚木バスセンターなどの公共交通機関が立地 

 中心市街地内に位置し、近隣にはアミューあつぎなどの公共施設が立地 

 近隣自治体在住者の登録も多い(約 26％) 

 

１．背景と目的                                 本編 p.1 ２．現状                                     本編 p.2 

３．市民                                    本編 p.9 
４．未来につながるネクスト厚木ライブラリー               本編 p.16 

厚木市図書館基本構想 

   

市民     調査 平成 28 年８月実施／無作為抽出  市民 2,000 人が対象/531 票回収 
市 民       プ 平成 28 年 9 月 17 日実施／21 人参加 
 

 

快適な 
読書 

スペース 
 

多世代の 
     交流 

スペース 

ICT 
設備の 
拡充 

 ユニバーサル 
デザイン  

中央図書館の 
中核機能の 

拡充 

 
（仮称） 

こども未来館 
との融合 

 通勤・通学者の 
サードプレイス  開館時間の 

拡大  
アミューあつぎ 
など公共施設 

との連携 

 
利用者  

年代・特性に
応じた 
サービス 

 
くらしや 
仕事の 

情報提供 
 

紙 
× 

電子媒体 

 利用    
時間帯 

 
充実して
ほしい 
資料 
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５．市立図書館 基本理念 基本方針 

 

 

 

 

 
本編 p.19 

 

それぞれの特性を活かし、相乗効果で不思議

と出会う驚き、わかる悦びを倍増 

基本理念：市民の学び、成長、楽しみに役立つ情報拠点 

 調査・相談（レファレンス）サービスの強化 

・ 調査・相談エリアの設置 

・ 調べやすい環境づくりと最適な資料の提供 

 パスファインダー（特定のテーマに関する 
文献や情報の探し方の案内）の作成 

 電子情報コーナー              

 

 展示で魅せる、図書で学ぶ、展示と図書の
連動 

 講座やイベントなどのコラボレーション 

 施設見学、学習来館、職業体験などへの 
連携した対応 

 読書ボランティアの育成と支援 
               

 

 親子に優しい図書館 

 読み聞かせや会話ができる児童フロア 

 子どもからの調査・相談及び児童書についての  
調査・相談窓口 

 10 代のための読書コーナー 

 相談しながら調べ学習ができる  

学習ルーム      

中央図書館を中心に、公民館図書室や移動図書

館を運営し、誰もがいつでもどこでも利用可能

な全域サービス網を展開 

 

基本方針１ 
生涯にわたる 

自主的な学習を 
支える図書館 

知 

基本方針２ 
仕事や生活に関わる 
様々な課題の解決に 

役立 図書館 

発見 
 

基本方針３ 
教養やレクリエーション等に 
役立  文化的 豊   

生活を支える図書館 

豊かさ 
 

基本方針４ 
子ども読書活動推進の 
中核となり、家庭教育や 
学校教育を支援する 

図書館 
実り 

 

基本方針５ 
郷土に関する情報を 

収集、保存、 
発信する図書館 

歴史 
 

基本方針６ 
「人と本（情報）」、 
「人と人」が出会い、 

新  発見 交流    
図書館 

出会い 
 

６つの基本方針  
きめ細かなサービス網      本編 p.22 (仮称)こども未来館との融合  本編 p.31  

 書架配置の工夫、関連図書への誘導 

 企画展示、トピックコーナー 

 手に取りやすく表紙を見せる書架 

 ゆったりとした閲覧スペース     

 入りやすく、交流しやすいエントランス 

 曜日や時間帯による来館者層に合わせた 
イベント開催 

 サポーターによるイベント開催や企画展示 

 情報交換スペース          

 郷土資料館との連携 

・ 講座やセミナー、イベントの協力・共催 

・ 郷土資料館収蔵資料のミニ展示と 

図書のコラボレーション 

・ 郷土資料の収集・保存・提供の連携 

 行政資料の収集・提供         

 

 印刷資料と電子資料が共に利用可能な
ハイブリッド図書館 

 読書コンシェルジュや特集展示などによる
読書案内 

 障がいのある方の読書をサポート  

基本方針３ 

豊かさ 基本方針２ 

発見 

「なに？」「なぜ？」「なるほど！」という 

「ワンダー（驚き）」に出会い、ときめきや 

ひらめきを探求へとつなげていきます 

新たな中央図書館が目指すもの                                   本編 p.24 

新たな中央図書館 
基本方針５ 

歴史 基本方針６ 

出会い 

知識や情報に 

たっぷり触れる 

基本方針１ 

知 

(仮称)こども未来館との 

融合 

基本方針４ 

実り 
求める答えが 

すっと見つかる 

人生を 

わくわく奏でる 

心が 

いきいき育つ 

人と資料、人と人を 

ぐるっと繋ぐ 

過去から未来へ 

こつこつ紡ぐ 

おどろき、ときめき、きらめき魅せる 

p.26 

p.25 

p.30 

p.27 

p.29 

p.28 

p.31 
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